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市長

山内武士

安
全
で
快
適
な
環
境
を
創
造
し

　

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
生
活
基
盤
を

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
ご
健
勝
で

新
年
を
迎
え
ら
れ
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
野
市
制
も
順
調
に
進
展
し
、

本
年
七
月
に
は
四
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
名
実
と
も
に
奥
越
の
中
核

都
市
と
し
て
の
風
格
を
備
え
、
二

十
一
世
紀
の
幕
開
け
に
対
応
で
き

る
文
化
・
産
業
都
市
の
構
築
に
、

決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
、
市
民
の
ご
理
解
の
も
と
、

福
祉
●
教
育
関
連
施
設
整
備
は
ほ

ぽ
完
了
し
、
市
街
地
整
備
や
農
林

業
生
産
基
盤
の
充
実
も
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
安
全
で
快
適
な
生
活

環
境
を
創
造
し
、
真
に
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
生
活
基
盤
の
確
立
に

取
り
組
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。
と

り
わ
け
、
上
下
水
道
計
画
の
推
進

を
核
に
、
ご
み
対
策
や
、
し
尿
処

理
対
策
な
ど
生
活
環
境
整
備
に
は
、

全
力
を
尽
く
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
「
次
世
紀
を
担
う
若
者
が

住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
を
目
指
す

に
は
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
早
期

実
現
や
国
道
整
備
に
よ
る
主
要
経

済
圏
と
の
高
速
交
通
体
系
確
立
が

急
が
れ
ま
す
。
引
き
続
き
精
力
的

に
推
進
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご

繁
栄
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

し
ま
す
。

満緋（0歳魯迎瀧窮す



的
確
な
情
勢
把
握
で
課
題
克
服

　

：
十
一
世
紀
を
迎
え
る
躍
進
の
年
に

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご

健
勝
に
て
初
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
激
発
の
一
年
で
し
た
。

思
い
も
か
け
な
い
異
常
気
象
に
よ

る
長
雨
や
冷
夏
、
長
引
く
景
気
の

低
迷
な
ど
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
会
人
は
、
世
界
情
勢

は
も
と
よ
り
国
内
経
済
の
め
ま
ぐ

る
し
い
変
化
を
す
ば
や
く
読
み
取

り
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声

を
的
確
に
把
握
し
、
市
政
に
反
映

で
き
る
よ
う
一
層
の
努
力
を
い
た

す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
、

高
齢
化
、
国
際
化
、
情
報
化
の
波

が
押
し
寄
せ
、
対
処
す
べ
き
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
が
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め

に
も
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
や
東

縦
貫
線
の
建
設
促
進
、
国
道
の
改

良
や
六
間
ア
ク
セ
ス
道
の
実
現
、

社
会
福
祉
の
充
実
、
奥
越
リ
ゾ
ー

ト
開
発
の
椎
進
、
公
共
下
水
道
の

整
備
そ
し
て
農
業
。
・
中
小
企
業
の

振
興
な
ど
は
、
大
切
な
事
業
で
あ

る
と
存
じ
ま
す
。
第
三
次
総
合
計

画
に
沿
い
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
積

極
的
に
進
め
、
市
の
躍
進
の
年
と

な
る
よ
う
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
、
実
り
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

市議会議長

幅口登

新



誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の
歩
み

▼
昭
和
2
9
年
7
月
2
町
6
力
村
が
合

併
し
て
大
野
市
誕
生
8
月
初
代
市

長
に
斉
藤
重
雄
氏
就
任
▼
3
0
年
1
月

初
の
市
議
会
議
員
選
挙
を
執
行
し
3
0

人
が
当
選
9
月
消
防
本
部
・
消
防

署
設
置
▼
3
1
年
6
月
越
美
北
線
起
工

式
‥
‐
月
中
津
川
と
新
在
家
に
市
営

住
宅
完
成
▼
3
3
年
4
月
市
営
農
場
事

業
開
始
8
月
2
代
目
市
長
に
森
広

治
兵
衛
氏
就
任
1
0
月
じ
ん
芥
焼
却

場
完
成
▼
3
4
年
1
月
選
挙
区
（
市
議
）

条
例
廃
止
し
I
選
挙
区
に
9
月
伊

勢
湾
台
風
襲
来
▼
3
5
年
1
2
月
越
美
北

線
福
井
－
勝
原
間
が
開
通
▼
3
6
年
7

月
北
陸
初
の
農
薬
空
中
散
布
8
月

北
美
濃
地
震
発
生
9
月
荒
島
に
テ

レ
ビ
中
継
局
完
成
第
二
室
戸
台
風

襲
来
▼
3
7
年
4
月
尚
徳
中
学
校
誕
生

5
月
市
役
所
庁
舎
完
成
9
月
し
尿

処
理
場
完
成
▼
3
8
年
1
月
三
八
豪
雪

　

（
最
深
積
雪
3
0
6
セ
ン
チ
）
4

月
機
構
改
革
で
出
張
所
廃
止
行
政

事
務
の
一
部
を
公
民
館
に
▼
3
9
年
8

月
救
急
業
務
開
始
1
0
月
南
部
土
地

区
両
整
理
事
業
着
手
▼
4
0
年
4
月
大

野
工
業
高
校
開
校
9
月
「
4
0
・
9

風
水
害
」
、
台
風
2
3
・
2
4
号
で
記
録
的

な
被
害
▼
4
1
年
6
月
市
民
会
館
落
成

7
月
じ
ん
芥
焼
却
場
完
成
8
月
4

代
目
市
長
に
寺
島
利
鏡
氏
1
0
月
新

町
名
を
施
行
▼
4
2
年
6
月
真
名
川
ダ

ム
建
設
に
着
手
9
月
財
政
再
建
準

用
団
体
に
指
定
1
0
月
市
議
会
議
員

定
数
を
2
6
人
に
削
減
▼
4
3
年
8
月
越

前
大
野
城
・
郷
土
歴
史
館
復
元
第

1
回
城
ま
つ
り
1
0
月
福
井
国
体

▼
″
’
年
1
月
ニ
チ
コ
ン
誘
致
4
月

ご
み
収
集
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式

▼
i
n
年
7
月
西
谷
村
を
編
入
合
併

1
0
月
市
役
所
機
構
改
革
▼
4
6
年
4
月

開
成
・
陽
明
中
学
校
発
足
7
月
市

営
葬
祭
場
完
成
▼
4
7
年
1
0
月
奥
越
合

同
庁
舎
完
成
‥
‐
月
真
名
川
ダ
ム
定

礎
式
1
2
月
越
美
北
線
勝
原
－
朝
日

間
開
通
▼
4
8
年
4
月
市
土
地
開
発
公

社
設
立
‥
‐
月
広
域
営
農
団
地
農
道

着
手
橋
本
家
復
元
▼
4
9
年
8
月
京

福
電
鉄
大
野
―
勝
山
間
廃
線
▼
5
0
年

4
月
大
野
－
墨
俣
線
が
国
道
1
5
7

号
線
に
昇
格
‥
‐
月
市
営
バ
ス
白
山

線
・
国
鉄
バ
ス
市
内
線
運
行
▼
5
1
年

4
月
特
別
豪
雪
地
帯
に
指
定
‥
‐
月

有
終
会
館
オ
ー
プ
ン
米
飯
給
食
実

施
▼
5
2
年
1
0
月
真
名
川
ダ
ム
完
成

‥
‐
月
地
下
水
保
全
条
例
制
定
▼
5
3
年

4
月
清
掃
セ
ン
タ
ー
稼
働
6
月
寺

島
市
長
死
去
7
月
7
代
目
市
長
に

川
崎
泰
彦
氏
就
任
8
月
市
街
地
南

部
で
上
水
道
建
設
9
月
市
民
憲
章

制
定
▼
5
4
年
5
月
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
完
成
▼
5
5
年
3
月
本
願
清
水
に
人

工
池
完
成
7
月
宝
慶
寺
い
こ
い
の

森
完
成
1
2
月
名
誉
市
民
第
1
号
に

福
田
一
氏
▼
5
6
年
1
月
「
五
六
豪
雪
」

陸
上
自
衛
隊
が
救
援
8
月
克
雪
市

民
会
議
発
足
▼
5
7
年
3
月
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
完
成
4
月
休
日
急
患
診

療
所
開
設
‥
‐
月
越
美
北
線
の
存
続

決
定
▼
5
8
年
9
月
大
野
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
完
成
1
0
月
市
役
所
機

構
改
革
で
大
課
制
1
2
月
市
議
会
議

員
の
定
数
を
2
4
人
に
削
減
▼
5
9
年
2

月
地
下
水
位
低
下
で
井
戸
枯
れ
多
発

3
月
鉄
筋
市
営
住
宅
完
成
7
月
市

制
3
0
周
年
記
念
行
事
市
の
花
・
木
・

鳥
に
「
こ
ぶ
し
」
「
け
や
き
」
「
う
ぐ

い
す
」
▼
6
0
年
1
月
御
清
水
が
名
水

百
選
5
月
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

完
成
7
月
ご
み
収
集
の
一
部
を
民

間
委
託
▼
6
1
年
4
月
奥
越
農
業
共
済

事
務
所
発
足
6
月
9
代
目
市
長
に

山
内
武
士
氏
就
任
8
月
歴
史
民
族

資
料
館
・
産
業
文
化
展
示
館
完
成

1
0
月
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
完
成

▼
6
2
年
1
月
国
鉄
バ
ス
大
野
線
廃
止

4
月
市
役
所
機
構
改
革
休
日
急
患

診
療
所
が
土
曜
診
療
開
始
5
月
大

野
了
フ
ソ
ン
改
め
越
前
大
野
名
水
マ

ラ
ソ
ン
8
月
多
田
清
氏
が
2
0
億
寄
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市
制
四
十
周
年
の
記
念
行
事
は
、
同

事
業
実
行
委
員
会
で
検
討
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。

★
記
念
式
典
（
祝
賀
会
、
市
長
表
彰
な

　

ど
）
7
月
1
日
吻

★
手
づ
く
り
カ
ー
ニ
バ
ル
（
市
内
の
各

　

事
業
所
が
参
加
）
－
7
月
1
日
金

★
講
演
会
（
桂
枝
雀
）
－
7
月
（
予
定
）

★
サ
ッ
カ
ー
教
室
＆
サ
イ
ン
会
（
清
水

　

エ
ス
パ
ル
ス
）
1
7
月
（
予
定
）

★
歌
謡
シ
ョ
ー
＆
市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　

（
舟
木
一
夫
＆
キ
ラ
ラ
）
H
月
（
予
定
）

★
「
未
来
の
大
野
」
図
画
作
文
ゴ
ン
グ

　

ー
ル
（
小
・
中
・
高
校
生
）

「
協
賛
行
事
」
名
水
マ
ラ
ソ
ン
・
友
好

　

市
町
交
流
会
・
お
お
の
城
ま
つ
り
・

　

健
康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
・
総
合

　

文
化
祭
・
産
業
フ
ェ
ア
な
ど
（
詳
し

　

く
は
、
そ
の
都
度
紙
面
で
ご
案
内
）

市制と共に私？も40歳

自然と人柄は

　　

市の大切な財産

児玉政美さん

　　　　

（西大月）

　

誕生日が大野市と同じだと、小学生ク）ころ

に父から聞きました。道路や公共施設は充実

してきましたが、課題も多いと思います。大

野独特の自然、人は大きな財産です。今後も

施策立案にあたっては、これらの調和を常に

忘れないでほしいものです。

若い人のために

企業誘致や下水道を

辻和子さん

　　　　　

（友江）

　

大野市と誕生日が同じなので、十年ごとに

自分の人生も振り返っています。近年、立派

なスポーツ・文化施設が整い、うれしく思い

ます。今後は若い人のためにも、企業誘致や

公共下水道整備に取り組み、さらに飛躍して

ほしいと思います。
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付
▼
6
3
年
4
月
御
清
水
の
改
修
終
わ

る
5
月
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

発
足
8
月
全
国
水
環
境
保
全
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
▼
平
成
元
年
1
月
市
議

会
・
医
師
会
が
県
済
生
会
病
院
へ
誘

致
の
申
し
入
れ
2
月
消
防
新
庁
舎

完
成
6
月
多
田
記
念
大
野
有
終
会

館
落
成
1
0
月
建
設
省
が
中
部
縦
貫

道
大
野
－
永
平
寺
ル
ー
ト
公
表
1
2

月
有
機
溶
剤
で
地
下
水
汚
染
▼
2
年

4
月
地
元
企
業
就
職
奨
励
金
制
度
発

足
古
河
市
と
姉
妹
都
市
盟
約
調
印

6
月
越
美
北
線
が
ワ
ン
マ
ン
化
、
鉄

道
部
発
足
7
月
県
自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
竣
工
8
月
大
高
野
球
部
初
の

甲
子
園
出
場
9
月
済
生
会
病
院
の

誘
致
断
念
▼
3
年
3
月
大
高
野
球
部

セ
ン
バ
ツ
開
幕
試
合
で
初
勝
利
4

月
大
野
乗
高
校
開
校
エ
キ
サ
イ
ト

広
場
竣
工
7
月
中
据
工
業
団
地
造

成
工
事
等
差
し
止
め
の
提
訴
‥
‐
月

中
据
工
業
団
地
造
成
完
了
▼
4
年
5

月
七
間
通
り
の
石
畳
舗
装
完
成
7

月
参
院
選
で
山
崎
氏
が
初
当
選
‥
‐

月
六
間
ア
ク
セ
ス
道
の
ル
ー
ト
公
表

▼
5
年
4
月
ニ
ッ
セ
キ
六
ウ
ス
と
青

島
工
業
団
地
の
仮
契
約
新
庄
に
大

野
高
校
新
校
舎
完
成
5
月
南
新
在

家
区
が
終
末
処
理
場
立
地
に
合
意

6
月
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
が
一
部
開

園
7
月
武
家
屋
敷
「
旧
内
山
家
」

オ
ー
プ
ン
1
0
月
戦
後
最
低
の
凶
作

　

（
作
況
指
数
8
9
）



「越前おおの歴史の路」整備事業

石
灯
龍
通
り
も
ほ
ぼ
完
成

石
畳
歩
道
に
ミ
ニ
灯
簸
と
黒
松

　

平
成
三
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

た
「
越
前
お
お
の
歴
史
の
路
」
整

備
事
業
が
今
年
度
で
完
了
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
石
灯
龍
通
り
（
延

長
三
百
三
十
μ
）
の
整
備
を
九
月

か
ら
着
手
。
寺
町
・
四
番
間
は
全

面
石
畳
舗
装
。
四
番
・
本
町
間
は

中
央
の
車
道
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
し
、
南
側
と
北
側
の
歩
道
が
石

畳
舗
装
に
な
り
ま
し
た
。
三
月
末

ま
で
に
は
、
南
側
歩
道
に
高
さ
二
…

一
‐
の
石
灯
寵
と
黒
松
が
セ
ッ
ト

で
、
六
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
観
光
客
の
休
憩
コ
ー
ナ
ー

と
地
域
の
集
会
場
を
兼
ね
た
元
町

会
館
の
建
設
も
、
今
春
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
ま
す
。

　

事
業
費
は
、
七
間
通
り
が
二

億
八
千
万
円
、
寺
町
通
り
一
億

六
千
万
円
、
石
灯
龍
通
り
一
億

七
千
五
百
万
円
、
元
町
会
館
九

千
五
百
万
で
、
総
額
は
、
七
億

一
千
万
円
に
な
り
ま
す
。

元町会館完成予想図

ま
ち
な
か
観
光
は

　
　
　

石
畳
に
沿
つ
て

　
　

「
越
前
お
お
の
歴
史
の
路
」
は

七
間
朝
市
、
寺
町
、
石
灯
寵
会
館

　

（
地
蔵
尊
）
を
コ
の
字
型
に
周
遊

し
ま
す
。
亀
山
公
園
を
起
点
に
、

石
畳
を
た
ど
り
、
武
家
屋
敷
旧
内

山
家
を
見
学
す
れ
ば
、
徒
歩
で
約

二
時
間
の
ま
ち
な
か
観
光
が
楽
し

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　　

23種類の文書1月から押印不要に

　

事
務
手
続
き
簡
素
化
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
、
市
は
今

月
か
ら
二
十
三
種
類
の
文
書
を
押

印
不
要
に
し
ま
す
。

　

市
行
政
管
理
改
善
委
員
会
は
、

市
民
な
ど
に
押
印
を
求
め
て
い
る

三
百
十
八
種
類
（
年
間
取
扱
数
約

十
四
万
件
）
の
文
書
に
つ
い
て
関

係
課
と
検
討
。
慣
例
に
よ
る
も
の
、

規
則
改
正
で
対
応
で
き
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
今
月
か
ら
廃
止
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

残
り
の
文
書
に
つ
い
て
も
、
国

や
県
の
制
度
改
正
を
要
望
し
、
平

成
十
二
年
を
め
ど
に
段
階
的
に
対

応
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

1月から押印不要になる文書

文書名 年間件数 担当課

施設使用許可申請書 13，155 各公共施設
施設所管備品借用願 150 各公共施設
市有財産使用許可申請書 11 財政課
市有財産借受申請書 6 財政課
市立集会所使用状況報告書 60 財政課
懸垂幕設置許可願 4 財政課
交通教室派遣申請書 30 生活環境課
保健衛生関係物品借用願 40 保健衛生課
年金に関する居住証明申請書 12．000 市民課
人間ドック申込書 79 市民課
都市公園内行為許可申請書 60 都市計画課
生涯学習人材活用派遣申請書 180 社会教育課
物品販売許可申請書 10 市民会館
庁舎目的外使用許可申請書 5 財政課
運営委員会設置報告書 4 財政課
市立集会所使用申請書 1，900 財政課
地下公示台帳閲覧申請書 0 企画開発課
地下水採取量報告書 212 企画開発課
し尿等搬入許可申請書 6 清掃事務所

文書名 年間件数 担当課
運営委員会設置報告書 1 農務課
市立集落センター使用申請書 72 農務課
団体貸出申込書 5 図書館
複写申込書 800 図書館



エキサイティング

スポーツ

情jxJ報

充実してきました

　　

市のスポーツ施設

　

市民の健康づくりとスポーツ振興を目的に、市が手が

けてきた主なスポーツ施設は表のとおりです。クラブや

サークル、職場、家族などでご利用ください。利用方法

など詳しくは、各施設の窓口へお問い合わせください。

施設 種別
利用時間と利用料（専用） 利用料

（個人）
休日 申込・問合せ先

8：30－12：00 12：00ー17：00 17：00ー21：30

エキ

サイ

ト

広場

体育館

全面 2．400円 3，200円 2，400円
2時

間
に
つ
き

一

般＝

1
5

0円

高
校

生＝

1
0

0円

中
学

生以

下＝

5

0円

水曜

日、

祝
祭
日

の翌

日、

年
末
年
始

エ
キ
サ
イ
ト
広
場　　　

豊6

6－

1

43

9り　　　

（桜

塚町

6
0

1）

半面 1，800円 2，400円 1，800円

1／3 1．200円 1，600円 1，200円

大屋根

広場

全面 1．200円 1，200円 1，200円

半面 600円 600円 600円

弓道・相撲場

柔道・剣道場
小アリーナ

1，000円 1，000円 1，000円

トレーニング室 1，500円 1，800円 1，800円

明治公園テニス場 1．200円 1，200円 1．200円 12～3月

勤労者体育センター 1，000円 1，400円 2，000円

ぐ］

水曜日第1・3日
曜日とその前日
祝日年末年始

勤労者体育センター

豊65－7221　　
（中野町3－1－16）

一般

中学生以下

100円

50円

150円

50円

200円

100円

施設 種別 時間 利用料 休日 申込・問合せ先

真名川　

憩いの島

サッカー場（芝） 7～19 無料 　降雪期

11～3月　

降雪期

教委・体育課

豊66一nil内線532

多目的グラウンド 7～19 無料

ナイター 19～21 3，000円

野球場 7～19 無料

マレットゴルフ場 7～19 無料

ゲートボール場 7～19 無料

サン・
スポーツランド

テニスコート

9～17

400円／時／面

12～3月
サンスポーツランド
豊67一1334
（南六呂師169一53）

ゲートボール場 400円／時／面

サッカー場 300円／時／面

麻那姫湖
青少年旅行村

テニスコート

9～17

400円／時／面

12～3月
商工観光課
豊66一1111内線332

バレーコート 400円／時／面

ゲートボール場 400円／時／面

市民グラウンド 7～19 無料 降雪期 教委・体育課
豊66－1111内線532ナイター（注1） 19～21 3，000円 11～3月

市営ゲートボール場 7～19 無料 降雪期 老人福祉センター豊66－2335

小・中学校体育館・グラウンド 7～19 無料 降雪期 各学校（注2）

中学校グラウンドナイター（注1） 19～21 3，000円 11～3月 教委・体育課

注1：抽選会で利用者を決定します注2：問い合わせは、教委・体育課まで

施設 種別
専用する場合 専用しない場合（1時間）

休日 申込・問合せ先
1時間 1日 個人 11人以上 21人以上

ふれ

あ

い公

園

陸上

競技場

一般 1．200円 10，000円 80円 800円 別途算出

方法 水

曜

日

年
末
年
始

奥越ふれあい公園
酋65－8614　
（篠座70一46）

学生 500円 5，000円 50円 400円

テニス
コート

一般 100円 1，000円

学生 50円 500円

ゲートボール 無料
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市の健康診査

ほ
」
ろ
か
ら
の
健
康
管
理
が
大
切

年
に
一
度
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

　

健
康
で
快
適
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
の
健
康
管
理
が
大
切
で
す
。
老
人
保
健
制
度
で
は
、
健

康
診
査
を
毎
年
実
施
し
、
大
勢
の
人
が
受
診
し
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
度
の
調
査
表
を
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
付
し
ま

す
の
で
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
も
さ
れ
な
い
方
も
、
必

ず
調
査
表
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
な
老
後
を
送
る
た
め
に
は

働
き
盛
り
の
こ
ろ
か
ら
病
気
を
予

防
し
た
り
、
早
め
に
発
見
し
て
治

療
す
る
な
ど
の
健
康
管
理
が
大
切

で
す
。
健
康
管
理
の
基
本
は
、

①
病
気
の
発
生
の
防
止

①
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

④
寝
た
き
り
の
防
止

で
す
。

　

老
人
保
健
制
度
で
は
、
健
康
管

理
対
策
を
充
実
す
る
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
四
十
歳
以
上
の
方
（
子

宮
・
乳
が
ん
検
診
は
三
十
歳
以
上

の
方
）
を
対
象
に
健
康
診
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
五
年
度
も
五
月

中
旬
か
ら
十
一
月
上
旬
ま
で
成
人

病
健
康
診
査
、
各
種
が
ん
検
診
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
成
人
病
健
康

診
査
三
千
四
百
七
十
四
人
、
胃
が

ん
検
診
二
千
三
百
四
人
、
大
腸
が

ん
検
診
二
千
三
百
三
人
、
子
宮
が

ん
検
診
千
三
百
六
十
四
人
の
方
が
、

自
分
の
体
の
状
態
を
知
る
た
め
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
さ
れ
ま
し
た
。

六
年
度
調
査
表
配
付
は

　
　
　
　
　

一
月
下
旬
に

　

平
成
六
年
度
実
施
に
あ
た
り
、

例
年
の
と
お
り
、
一
月
下
旬
に
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
健
康
診
査
対
象

者
調
査
表
が
四
十
歳
以
上
の
方
に

配
布
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
市
県

民
税
の
特
別
徴
収
を
さ
れ
て
い
る

方
は
対
象
外
で
す
。
受
診
を
希
望

さ
れ
る
方
は
「
受
け
る
」
の
欄
に

O
を
、
希
望
し
な
い
方
は
「
受
け

な
い
理
由
」
の
番
号
を
O
で
囲
ん

で
必
ず
調
査
表
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
受
診
を
希
望
さ
れ

た
方
に
は
、
健
康
診
査
の
日
程
に

基
づ
き
必
ず
個
人
通
知
で
受
診
会

場
・
受
診
日
な
ど
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
平
成
六
年
度
は
休
日

検
診
の
予
定
は
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

健
康
を
守
る
こ
と
で
大
切
な
こ

と
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
自
分
の
健
康

状
態
を
よ
く
知
っ
て
お
く
こ
と
で

す
。
一
年
に
一
度
の
検
診
は
自
己

点
検
を
す
る
よ
い
機
会
で
す
。
習

慣
と
し
て
受
け
ま
し
ょ
う
。

うけない理由

1。職場で受診する

2．自主的にかかりつけの医師で定期検

　　

診をうける（人間ドックなど）

3．現在治療中である（内科的治療）

4．ねたきり状態である

5．その他

皆さんの健康づくりを後押しします●保管センター（豊65－7333）



暮
ら
し
の

「
ア
吟
流
々
刄

ご存じですか製造物責任法

望まれています

欠陥商品による消費者救済

　

製
品
の
欠
陥
に
よ
っ
て
、
け
が
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た

場
合
に
消
費
者
を
救
済
す
る
、
製
造
物
責
任
法
を
ご
存
じ

で
す
か
。
す
で
に
欧
米
、
中
国
な
ど
で
は
制
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
日
本
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
く
消

費
者
の
た
め
の
製
造
物
責
任
法
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し

ま
し
よ
う
。

　

製
造
物
責
任
法
（
P
L
法
）
と

は
、
製
品
の
欠
陥
に
よ
っ
て
け
が

や
死
亡
・
火
事
な
ど
の
被
害
に
あ
っ

た
場
合
に
、
消
費
者
を
救
済
す
る

法
律
で
す
。

日
本
の
現
状

　

現
在
、
日
本
の
法
律
で
は
消
費

者
が
、
メ
ー
カ
ー
の
過
失
に
よ
っ

て
製
品
に
欠
陥
が
あ
っ
た
こ
と
を

証
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
メ
ー
カ
ー
の
設
計
・

製
造
過
程
の
ど
こ
に
過
失
が
あ
っ

た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

専
門
的
な
知
識
の
な
い
消
費
者
に

と
っ
て
は
、
き
わ
め
て
難
し
い
こ

と
で
す
。

　

福
井
県
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
、
テ
レ
ビ
や
こ
た
つ
・
ス
ト
ー

ブ
が
原
因
で
火
事
に
な
っ
た
と
い

う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

被
害
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

十
分
な
補
償
が
さ
れ
な
い
の
が
実

情
で
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
製
品
（
S
G
マ
ー

ク
）
な
ど
に
は
、
製
品
の
欠
陥
で

事
故
が
起
き
た
場
合
、
賠
償
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

誤
使
用
か
欠
陥
か
が
明
確
に
で
き

ず
、
消
費
者
の
誤
使
用
で
終
わ
る

ヶ
I
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

ど
う
し
て
必
要
な
の
か

　

現
在
、
製
造
物
責
任
法
は
欧
米
、

中
国
で
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

日
本
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
同
じ
製
品
で
事
故
に
あ
っ
て

も
、
欧
米
な
ど
で
は
救
済
さ
れ
て

も
日
本
で
は
救
済
さ
れ
な
い
と
い

う
、
法
律
上
の
格
差
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
消
費
者
が
通
常
の
使

用
を
し
て
い
て
、
事
故
が
起
き
た

こ
と
を
証
明
す
れ
ば
、
メ
ー
カ
ー

が
責
任
を
負
う
と
い
う
消
費
者
の

た
め
の
法
制
度
が
必
要
な
の
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
メ
ー
カ
ー
は
現
在

よ
り
も
欠
陥
製
品
を
出
さ
な
い
よ

う
努
め
、
安
全
な
製
品
が
作
ら
れ

る
は
ず
で
す
。

　

県
内
で
も
、
一
消
費
者
の
た
め
の

製
造
物
責
任
法
を
求
め
る
福
井
県

連
絡
会
」
の
陳
情
を
受
け
、
県
議

会
と
六
市
議
会
で
製
造
物
責
任
法

の
制
定
を
求
め
る
決
議
が
さ
れ
ま

し
た
。

　
　

製
造
物
責
任
法
は
企
業
側
の
合

　

意
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
生
活
者

　

を
重
視
す
る
生
活
大
国
で
あ
る
な

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

ら
、
一
日
も
早
く
、
消
費
者
の
た

め
の
製
造
物
責
任
法
が
で
き
る
こ

と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

消曹・≒活に覧すろご起訓ぼ警者粍胴タンターへ・『6－o白大節脩 ，り可4，所生活
環境課内／
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

匿名で青少年福祉に

　　

10万円寄付

＜るー・le登場 エスキーテニス

五月クラブ

女
性
だ
け
の
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

　

エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
は
、
平
和
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
広
島
で
生
ま
れ

た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
コ
ー
ト
は
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
小
さ
く
し
た
よ

う
な
も
の
で
、
羽
根
の
付
い
た
ス

ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
を
、
卓
球
よ
り
一

回
り
大
き
い
木
製
の
ラ
ケ
ッ
ト
で

打
ち
合
い
ま
す
。
卓
球
と
テ
ニ
ス

を
合
わ
せ
た
よ
う
な
ゲ
ー
ム
で
、

い
つ
、
ど
こ
で
も
、
老
若
男
女
を

問
わ
ず
、
手
軽
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

五
月
ク
ラ
ブ
は
女
性
だ
け
の
ク

ラ
ブ
で
、
昭
和
五
十
七
年
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
名
前
は
、

五
月
に
結
成
さ
れ
、
五
月
晴
れ
の

さ
わ
や
か
な
気
分
で
エ
ス
キ
ー
テ

ニ
ス
を
楽
し
み
、
平
和
の
芽
を
育

て
よ
う
と
付
け
た
そ
う
で
す
。
現

在
、
部
員
は
十
四
人
で
、
会
社
員
、

主
婦
、
自
営
業
と
職
業
も
バ
ラ
エ

テ
ィ
。
練
習
は
、
毎
週
火
曜
日
の

夜
は
開
成
中
学
校
で
、
日
曜
日
の

午
後
は
県
立
大
野
青
年
の
家
で
行

い
ま
す
。

　

エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
は
、
ダ
ブ
ル

ス
の
試
合
が
多
く
、
五
月
ク
ラ
ブ

に
は
親
子
ペ
ア
ー
組
、
姉
妹
ペ
ア

二
組
、
嫁
姑
ペ
ア
ー
組
が

あ
り
ま
す
。
ほ
か
の
ク
ラ

ブ
に
は
な
い
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
雰
囲
気
で
い
つ
も

練
習
し
て
い
ま
す
が
、
全

国
大
会
に
こ
回
出
場
の
輝

か
し
い
実
績
も
あ
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
創
立
者
の
一
人

で
、
部
長
を
務
め
る
安
田

都
（
泉
町
）
さ
ん
は
、
「
手

軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
意
外
に
ス
ピ
ー
ド

が
あ
り
、
若
い
人
も
十
分

に
楽
し
め
ま
す
。
汗
を
か

く
と
気
分
が
晴
れ
、
な
に

よ
り
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
効

果
が
あ
り
ま
す
」
と
汗
を

ふ
き
な
が
ら
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

五
月
ク
ラ
ブ
で
は
、
新
会
員
を

募
集
中
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

安
田
都
さ
ん
（
酋
6
6
・
0
1
2
9
）

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

ヤングコーナー

ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
る

　
　
　

大
野
青
年
連
絡
会

　

大
野
青
年
連
絡
会
は
、
市
内
に

住
む
青
年
で
組
織
さ
れ
た
文
化
活

動
関
係
の
六
団
体
が
、
市
教
育
委

員
会
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
昭

和
六
十
こ
年
に
結
成
さ
れ
た
団
体

で
す
。
同
会
は
、
青
年
が
大
野
に

定
着
し
や
す
い
よ
う
、
生
活
に
即

し
た
教
育
文
化
活
動
と
し
て
例
年
、

ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
主
催
。

各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
ふ

れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
十
月
三
日
、
明
治
公
園

と
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
で
ス
ー
パ
ー

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ー
ス
ト
リ
ー

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ー
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
キ
ッ

ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
に
は
、
予
選
会

を
開
く
ほ
ど
大
勢
の
青
年
が
参
加

し
ま
し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

で
は
、
一
般
の
方
や
参
加
し
た
青

年
た
ち
が
洋
服
な
ど
二
百
点
以
上

を
寄
付
。
開
店
と
同
時
に
、
大
勢

の
市
民
が
詰
め
か
け
、
す
ぐ
に
売

り
切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
盛
況
で

し
た
。

　

バ
ザ
ー
の
収
益
金
約
こ
万
円
は

雲
仙
普
賢
岳
の
被
災
者
に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
会
長
の
宮
本
豊
彰
さ

ん
は
「
大
野
の
若
者
に
は
ま
だ
温

か
い
心
が
残
っ
て
い

る
ん
で
す
ね
。
青
年

連
絡
会
も
そ
ん
な
青

年
た
ち
と
一
緒
に
、

皆
さ
ん
の
お
役
に
た

て
る
よ
う
が
ん
ば
り

た
い
で
す
ね
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

活気あふれる

　　

ヤングフェスティバル



私七，ベノ・｀Cこ，t｀

学
校
体
育
施
設
の
利
用
時
間
延
長
を

回

　

ス
ポ
ー
ツ
大
好
き

人
問
の
私
に
と
っ
て

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
・

ふ
れ
あ
い
公
園
な
ど
の
体
育
施
設

が
り
っ
ぱ
に
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
私
も
夜
間
、
近
く
の
小
学
校

の
体
育
館
を
利
用
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
利
用
で
き
る
時
間
が

夜
九
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
主
婦
が
、
家
事
な
ど
を
済

ま
せ
た
あ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
に
は
、
少
し
閉
ま
る
時
間
が
早

い
気
が
し
ま
す
。
せ
め
て
も
う
三

十
分
延
長
し
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ

う
か
。
（
匿
名
希
望
）

Ｓ

　

市
で
は
現
在

小
学
校
十
一
校

・
中
学
校
四
校
の

体
育
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
余
暇
を
利
用
し
て
活
動
す

る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
大
変
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
体

育
施
設
も
毎
日
の
よ
う
に
、
大
勢

の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

学
校
体
育
施
設
利
用
時
間
に
つ

き
ま
し
て
は
、
五
月
一
目
か
ら
八

月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
は
、
午

後
七
時
三
十
分
か
ら
九
時
三
十
分

ま
で
、
九
月
一
口
か
ら
四
月
三
十

日
ま
で
の
期
間
は
、
午
後
七
時
か

ら
九
時
ま
で
と
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

利
用
時
間
を
三
十
分
延
長
し
て

ほ
し
い
と
の
ご
要
望
で
す
が
、
施

設
の
管
理
土
難
し
く
て
現
状
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
各
学
校
の
体
育
館

は
、
子
ど
も
た
ち
の
大
切
な
教
育

施
設
な
の
で
、
こ
の
観
点
か
ら
管

理
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

す
こ
し
で
も
多
く
の
市
民
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

体
育
館
が
有
意
義
に
活
用
で
き
る

よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　

（
体
育
課
長
稲
葉
一
夫
）

W防砂

「
第
九
演
奏
会
」
の
実
現
に
全
力

広
瀬
敏
一
さ
ん
（
4
2
歳
・
友
兼
）

羽
根
田
繁
紀
之
（
謐
．
I
″
）

　

今
年
の
十
二
月
に
有
終
会
館
で
、

市
制
四
十
周
年
を
記
念
し
て
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
作
曲
の
「
第
九
交
響
曲

演
奏
会
（
合
唱
つ
き
）
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
今
、
大
野
で
は
プ
ロ

の
音
楽
を
鑑
賞
す
る
機
会
は
あ
っ

て
も
、
自
分
が
直
接
参
加
す
る
機

会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
演
奏
会
は
、
多
く
の
市
民
が
参

加
し
、
体
験
し
、
交
流
を
深
め
つ

つ
文
化
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
関
西
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
で
す
が
、

合
唱
団
は
市
民
の
参
加
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
中
学
生
以
上
の
方
な

ら
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

実
行
委
員
は
現
在
、
三
十
四
人

で
す
。
広
瀬
さ
ん
は
事
務
局
を
、

羽
根
田
さ
ん
は
合
唱
指
揮
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
二
人
は
、
二
人
で

も
多
く
の
市
民
に
参
加
し
て
ほ
し

い
で
す
。
こ
の
演
奏
会
を
成
功
さ

せ
て
、
来
年
以
降
も
続
け
て
い
き

た
い
で
す
」
と
、
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　

合
唱
団
員
と
運
営
ス
タ
ッ
フ
を

広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
瀬
敏
一
さ
ん
（
容
6
4
…
1

3
5
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
電
話
番

号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
住
所
・

氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
蜀
9
1
‐
2
大
野

市
天
神
町
一
－
I
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

垢
知
ら
せ

・
お
酒
の
正
体

　
　

知
つ
て
い
ま
す
か

　

大
野
新
生
断
酒
会
で
は
、
創

立
1
0
周
年
を
記
念
し
て
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
1
月
1
5
日
①
午
後
3
時

会
場
有
終
会
館
1
0
6
号
室

演
題
楽
し
い
お
酒
、
悲
し
い

　

お
酒

講
師
武
藤
寛
先
生
（
た
け
と

　

う
病
院
長
）

問
合
せ
先
大
野
保
健
所
【
豊

　

6
6
・
n
z
】
0
7
″
｀
U
）

・
S
マ
ー
ク

　
　

ご
存
じ
で
す
か

　

S
マ
ー
ク
は
、
信
頼
で
き
る

理
容
店
、
美
容
店
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で

す
。
お
店
を
選
ぶ
と
き
に
ご
注

目
く
だ
さ
い
。

　

S
マ
ー
ク
登
録
店
は
、
消
費

者
の
要
望
か
ら
生
ま
れ
た
制
度

で
、
厚
生
大
臣
認
可
の
標
準
営

業
約
款
に
従
っ
て
営
業
し
て
い

る
安
心
と
信
頼
の
印
で
す
。

▼
S
t
a
n
d
a
r
d
（
標
準
）

正
確
な
技
術
▼
S
a
n
．
－
t
a

t
・
I
o
n
（
衛
生
）
美
し
く
清

潔
に
▼
S
a
f
e
t
y
（
安
全
）

ま
か
せ
て
安
心



誇
り
と
責
任
を
胸
に
戴
帽
式

　

今
年
の
4
月
に
入
学
し
た
男
子
4
人
、
女
子
9
人
の
生
徒
た
ち
の
戴
帽
式
が

‥
1
1
月
1
7
日
、
大
野
准
看
護
学
院
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぶ

り
、
手
に
ろ
う
そ
く
を
持
ち
、
ナ
イ
チ
ン
グ
ー
ル
誓
詞
を
朗
読
。
生
徒
た
ち
は
、

誇
り
と
大
き
な
責
任
を
も
っ
て
勉
学
に
努
め
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
准
看
護
婦

に
な
れ
る
よ
う
に
、
誓
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

5代目「ミスおおの」に

秋冬用ツーピース

　

大
野
織
物
工
業
協
同
組
合
は
、
5

代
目
「
ミ
ス
お
お
の
」
に
、
秋
冬
用

ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
贈
り
ま
し
た
。
光
の

具
合
に
よ
っ
て
深
み
の
あ
る
色
に
変

わ
る
タ
ー
コ
イ
ズ
ブ
ル
ー
と
黒
を
基

調
に
、
大
人
の
感
覚
で
女
性
ら
し
さ

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
生
地
は
、
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
ー
0
0
％
の
新
々
合
繊

織
物
。
3
人
の
ミ
ス
も
「
軽
く
て
や

わ
ら
か
く
、
肌
触
り
が
と
て
も
い
い
」

と
好
評
で
し
た
。

1年間の勤労に感謝

小山福寿会が『そぱ会』

　

1
1
1
1
H
月
1
9
日
、
小
山
公
民
館
で
小
山

福
寿
会
主
催
の
そ
ば
会
が
、
開
か
れ

ま
し
た
。
約
1
0
0
人
の
お
年
寄
り

た
ち
が
参
加
。
自
分
た
ち
で
作
っ
た

そ
ば
を
食
べ
な
が
ら
、
1
年
間
の
勤

労
に
感
謝
し
、
懇
親
を
深
め
て
い
ま

し
た
。
純
粋
な
そ
ば
粉
だ
け
で
作
っ

た
手
打
ち
そ
ば
だ
け
に
、
と
て
も
風

味
が
あ
り
、
会
貝
た
ち
は
何
杯
も
お

代
わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

伊勢・志摩方面へ

お座敷列車「大野市民号」

　

11月18日、越美北線の利用促進を目

的に企画したお座敷列車「大野市民号」

が、109人の市民を乗せて越前大野駅

を出発。1泊2日の日程で伊勢・志摩

方面を回りました。参加者たちは、イ

ベント車両でカラオヶを楽しんだり、

座敷で友だちと歓談したり、ゆっくり

とくつろいだ列車の旅を楽しみました。

秘書広報課広報広聴係a66－iiii

小京都物産五番まつり

全国各地の特産品集合

　

五番商店街で「小京都物産五番まつ

り」が、11月20－21日の2日間開催さ

れました。会場には、全国各地の小京

都、名水百選市町村、大野市とゆかり

のある町などから特産品が勢ぞろい。

ふるさとの味、のっぺい汁やサトイモ

の田楽なども販売され、大勢の市民や

観光客が訪れ、たくさんの品物を買い

求めていました。

S弓旬包湯



勁扁（硲臓湯

上
庄
中
生
徒
、
森
山
ス
キ
ー
場
の
草
刈
り

　

上
庄
中
学
校
の
生
徒
1
8
6
人
が
1
1
1
1
H
月
2
9
日
、
森
山
ス
キ
ー
場
の
草
刈
り
奉

仕
を
実
施
し
ま
し
た
。
同
校
で
は
冬
の
間
、
体
育
の
授
業
で
森
山
ス
キ
ー
場
を

使
用
し
て
お
り
、
大
切
な
教
育
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
な
れ
な

い
か
ま
を
手
に
、
背
の
高
さ
ま
で
伸
び
た
ス
ス
キ
や
雑
草
を
、
一
生
懸
命
に
刈

り
取
っ
て
い
ま
し
た
。

園児たちにプレゼント

市長サンタ春日保育園へ

　

山
内
市
長
が
1
2
月
3
日
、
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
に
ふ
ん
し
て
春
日
保
育
園

を
訪
れ
ま
し
た
。
一
足
早
く
訪
れ
た
、

真
っ
赤
な
服
に
白
い
ヒ
ゲ
の
市
長
サ

ン
タ
に
園
児
た
ち
も
大
喜
び
。
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾
ら
れ
た
遊
戯
室

で
、
6
0
人
の
園
児
た
ち
は
サ
ン
タ
の

歌
や
合
奏
を
し
て
歓
迎
し
ま
し
た
。

お
菓
子
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
長
靴
が

手
渡
さ
れ
る
と
ニ
ッ
コ
リ
し
て
い
ま

し
た
。

リサイクルとゴミスリム

大野市女性のっとい

　

‥
1
1
月
2
8
日
、
大
野
有
終
会
館
で

「
は
じ
め
ま
す
リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ

ス
リ
ム
」
と
題
し
た
女
性
の
つ
ど
い

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
球
の
環
境

問
題
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
し
た

り
、
資
源
ゴ
ミ
は
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
再
利
用
で
き
る
か
な
ど
の
、
未
来

の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
紹
介
し
ま
し

た
。
市
内
の
主
婦
た
ち
が
大
勢
詰
め

か
け
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま

し
た
。

スキー客を安全に

宿泊施設の防火査察

　

11月24日、大野地区消防署は北陸電

力大野営業所、北陸電気保安協会と合

同で、スキー客が安心して宿泊できる

よう、民宿などの防火査察を行いまし

た。六呂師や勝原の17宿泊施設では、

各班に分かれて台所や浴室をチェック。

雪囲いをするときは、玄関の反対側に

避難口を確保するよう指導していまし

た。

身祈な話題をお知らせください。

亀山トンネル早期着工を

商工会議所か陳情

　

12月14日、宇野治一商工会議所会頭

らは、市と市議会に六間アクセス道路

　

（亀山トンネル）の早期着工を求める

陳情を行いました。大野高校跡地利用

を含め、市街地整備と商業振興のため、

トンネルの早期着工は重要な役割を果

たすとしています。すでに市商店街振

興組合連合会も同じ陳情をしています。



お
知
ら
せ

1月

●
「
1
1
0
番
」
あ
な
た

　

を
守
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

1
月
1
0
日
は
、
「
1
1
0
番
の
日
」

で
す
。
1
1
0
番
は
、
強
盗
、
交

通
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
の

警
察
へ
の
緊
急
連
絡
専
用
の
電
話

で
す
。
事
件
・
事
故
の
発
生
を
知
っ

た
と
き
は
1
秒
で
も
早
く
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。
か
け
る
と
き
に
は
、

あ
わ
て
ず
・
ゆ
っ
く
り
・
落
ち
着

い
て
、
▼
何
が
あ
っ
た
か
▼
い
つ
、

ど
こ
で
、
現
場
の
目
標
は
▼
犯
人

は
ど
う
し
た
▼
あ
な
た
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
知
ら
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
急
ぎ
の
要
件
で
な
い

場
合
の
連
絡
に
は
豊
6
6
・
3
9
0

0
（
大
野
警
察
署
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

一
中
学
・
高
校
生
の

　
　
　

春
休
み
海
外
研
修

　

来
年
の
春
休
み
に
中
学
生
と
高

校
生
を
対
象
に
、
海
外
派
遣
事
業

を
国
際
青
少
年
交
流
協
会
の
主
催

で
実
施
し
ま
す
。
事
業
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

日
程
と
定
員
3
月
2
0
日
⑧
～
4

　

月
5
日
囚
①
ア
メ
リ
カ
（
オ
レ

　

ゴ
ン
州
）
・
3
0
人
②
オ
ー
ス
ト

　

ラ
リ
ア
（
メ
ル
ボ
ル
ン
）
・
2
2

　

人
③
ニ
ュ
ー
ジ
上
フ
ン
ド
（
ウ
ェ

　

リ
ン
ト
）
・
2
2
人
④
イ
ギ
リ
ス

　
　

（
ボ
ー
ン
マ
ス
）
・
2
0
人

経
費
共
通
経
費
3
万
5
0
0
0

　

円
に
①
3
5
万
5
0
0
0
円
②
3
6

　

万
円
③
3
6
万
円
④
3
6
万
5
0
0

　

0
円

事
前
説
明
会
2
月
6
日
⑥
（
詳

　

し
く
は
協
会
へ
）

応
募
資
格
中
学
1
年
か
ら
高
校

　

3
年
ま
で
の
男
女

締
切
1
月
2
4
日
⑧

申
込
・
問
合
せ
先
国
際
青
少
年

　

研
修
協
会
（
面
1
6
0
新
宿
区

　

西
谷
2
－
1
1
大
村
ビ
ル
3
階
容

　

0
3
・
3
3
5
9
・
8
4
2
1
）

●
公
立
幼
稚
園
の

　
　
　

入
園
児
を
募
集

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
4

月
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

資
格
市
内
に
住
居
が
あ
り
、
住

　

民
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
幼
児

　

で
、
原
則
と
し
て
小
学
校
入
学

　

1
年
前
で
あ
る
こ
と
（
定
員
に

　

余
裕
が
あ
る
と
き
は
年
齢
を
1

　

年
繰
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
）

募
集
定
員
小
山
6
0
人
、
乾
側
5
0

　

人
、
上
庄
8
0
人
、
富
田
8
0
人
、

　

阪
谷
7
0
人

申
込
期
間
1
月
1
7
日
面
～
2
月

　

1
6
日
⑥

申
込
方
法
市
教
育
委
員
会
学
校

　

教
育
課
ま
た
は
公
立
幼
稚
園
に

　

あ
る
入
園
願
書
2
部
に
必
要
事

　

項
を
明
記
し
て
、
入
園
希
望
幼

　

稚
園
に
提
出

入
園
決
定
2
月
中
旬
に
入
園
許

　

可
書
を
送
付
（
定
員
を
超
え
た

　

場
合
は
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ

　

り
ま
す
）

問
合
せ
先
市
教
育
委
員
会
学
校

　

教
育
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
5
2
1
）
ま
で

●
除
雪
賃
金
は

　
　
　

1
万
n
／
」
Q
‥
y
0
0
円

　

今
年
の
除
雪
賃
金
は
1
万
2
3

0
0
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。
屋
根

面
積
の
標
準
は
、
7
6
平
方
μ
（
約

2
3
坪
）
で
す
。

　

求
人
条
件
は
、
原
則
と
し
て
昼

食
・
除
雪
用
具
は
労
務
者
負
担
、

交
通
費
は
求
人
者
負
担
で
、
賃
金

は
当
日
払
い
で
す
。
事
前
に
話
し

合
っ
て
か
ら
頼
み
ま
し
ょ
う
。

　

六
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野
へ
の
求
人

は
、
遅
く
と
も
前
日
ま
で
に
電
話

　

（
酋
6
6
・
2
4
0
8
）
を
し
て
下

さ
い
。

●
9
4
お
お
の

　
　

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
雪
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を

提
供
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
ま
す
。

　

熱
気
球
に
乗
っ
て
市
街
が
一
望

で
き
た
り
、
ゆ
き
リ
ン
ピ
ッ
ク
な

ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
た
く
さ
ん
。
六

呂
師
高
原
雪
ま
つ
り
と
同
時
開
催

日
時
2
月
1
2
日
①
・
1
3
日
⑧

会
場
六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場

内
容
ゆ
き
リ
ン
ピ
ッ
ク
ー
ネ
イ

　

チ
ャ
ー
ラ
ン
ド
ー
ク
イ
ズ
・
お

　

い
し
い
ワ
ー
ル
ド
な
ど

問
合
せ
先
市
役
所
企
画
開
発
課

　

企
画
調
整
係
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
3
1
）

●
年
賀
は
が
き

　

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ワ
ー
ル

応
募
期
間
1
月
4
日
の
～
1
7
日

　

西
部
門
小
学
生
・
中
学
生
・
一
般

応
募
内
容
市
内
に
在
住
す
る
人

　

で
、
平
成
6
年
の
年
賀
は
が
き

　

が
対
象
。
自
分
が
デ
ザ
イ
ン
し

　

た
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先
大
野
公
民
館

　
　

（
豊
6
6
・
2
8
2
8
）

交通
安全

４
r

交
通
マ
ナ
ー

　

日
本
一
を
め
ざ
し
て

　

平
成
7
年
1
0
月
、
「
世
界
体
操

競
技
選
手
権
大
会
」
が
鯖
江
市

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
機
に
、

県
で
は
平
成
5
年
1
0
月
1
日
よ

り
県
下
一
斉
の
「
交
通
マ
ナ
ー

日
本
一
」
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

福
井
県
人
の
交
通
マ
ナ
ー
は

大
変
悪
い
と
県
内
外
か
ら
よ
く

言
わ
れ
ま
す
。
実
際
に
免
許
取

得
者
に
対
す
る
死
亡
割
合
が
全

国
で
も
非
常
に
高
く
、
ワ
ー
ス

ト
3
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
一
般
道
路
で
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
串
は
低
く
、
全
国

平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
の
県
内
死
亡
事
故
で

も
、
車
両
乗
車
中
の
死
者
4
9
人

の
内
4
2
人
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

マ
ナ
ー
が
悪
い
と
死
亡
率
が
高

く
な
り
ま
す
。
市
内
で
も
毎
年

悲
し
い
死
亡
事
故
が
起
き
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
今
一

度
自
分
の
交
通
マ
ナ
ー
を
見
直

し
ま
せ
ん
か
。
自
動
車
を
運
転

す
る
と
き
は
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
締
め
、
ゆ
と
り
と
ゆ
ず

り
あ
い
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。



●INFORMAT10N

・
ち
び
つ
こ
探
検
学
校

　
　
　
　
　

ヨ
ロ
ン
島

　

子
供
を
自
然
に
親
し
ま
せ
、
外

国
人
小
学
生
と
活
動
を
共
に
し
て

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
国
際
青
少
年
研
修

協
会
が
主
催
し
ま
す
。

期
間
3
月
2
6
日
①
～
4
月
2
日

　

①
8
日
間

場
所
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

定
員
小
学
生
3
6
0
人
（
原
則

　

と
し
て
3
年
生
以
上
）

内
容
島
内
探
検
・
海
の
運
動
会

　

イ
カ
ダ
作
り
・
バ
ー
レ
ー
船
大

　

会
・
砂
糖
作
り
な
ど

費
用
約
9
万
6
0
0
0
円

説
明
会
3
月
6
日
⑥
名
古
屋

締
切
3
月
1
0
日
④
ま
で

申
込
方
法
参
加
申
込
書
・
完
全

　

記
載
し
た
健
康
ノ
ー
ト
・
保
険

　

証
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
協
会
へ

問
合
せ
先
国
際
青
少
年
研
修
協

　

会
（
面
1
6
0
新
宿
区
西
谷
2

　

－
1
1
大
村
ビ
ル
3
階
容
0
3
・
3

　

3
5
9
・
8
4
2
1
）

●
冬
山
登
山
は

　
　
　

綿
密
な
計
画
で

　

冬
山
登
山
は
、
綿
密
な
計
画
を

た
て
、
登
山
地
を
管
轄
す
る
警
察

署
ま
た
は
派
出
所
●
駐
在
所
に
登

山
計
画
書
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

山
は
素
晴
ら
し
い
景
観
や
だ
い

ご
昧
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
し
か

し
、
冬
山
は
他
の
季
節
以
上
に
危

険
で
慎
重
な
計
画
や
行
動
が
要
求

さ
れ
ま
す
。
例
年
、
天
候
の
急
変

や
雪
崩
な
ど
に
よ
り
遭
難
事
故
が

多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
冬
山
登

山
を
す
る
と
き
は
、
十
分
な
装
備

を
す
る
と
共
に
、
天
候
や
体
調
を

考
え
て
決
し
て
無
理
を
せ
ず
、
楽

し
い
登
山
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
大
野
警
察
署
（
豊
6
6
。

　

3
9
0
0
）

●
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地
中
挾
団
地

規
格
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

　

3
D
K
、
バ
ス
ー
ト
イ
レ
付
き

募
集
戸
数
I
戸

資
格
①
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

　

務
し
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

　

②
同
居
す
る
親
族
が
い
る
人
③

　

一
定
基
準
以
内
の
所
得
の
人

家
賃
月
額
2
万
8
0
0
0
円

申
込
期
限
1
月
1
4
日
②

申
込
先
市
役
所
建
設
課
管
理
建

　

築
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

3
4
6
）

・
少
年
少
女

　
　
　

ス
キ
ー
教
室
開
催

日
時
1
月
8
日
①
・
9
日
⑨
・

　

1
5
日
①
・
午
前
9
時
受
付

会
場
森
山
ス
キ
ー
場
（
予
定
）

対
象
市
内
小
学
生

内
容
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
ク
ラ
ス

　

別
指
導
（
初
心
者
か
ら
シ
ョ
ー

　

ト
ポ
ー
ル
ス
ラ
ロ
ー
ム
ま
で
）

持
ち
物
ス
キ
ー
用
具
一
式
、
帽

　

子
、
手
袋
、
ゴ
ー
グ
ル
、
着
替

　

え
、
昼
食
、
リ
フ
ト
代

締
切
1
月
6
日
④

参
加
料
4
0
0
円
（
保
険
料
）

申
込
保
護
者
の
同
意
書
に
保
険

　

料
を
添
え
て
市
教
育
委
員
会
体

　

育
課
ま
た
は
各
公
民
館
へ

※
雪
不
足
の
場
合
は
、
1
月
1
6
日

　

⑨
・
2
3
日
⑨
を
予
備
日
と
し
ま

　

す
。

●
2
0
歳
に
な
れ
ば

　
　
　
　
　

国
民
年
金

学
生
の
期
間
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
な
い
と
障
害
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
I
・

　

2
0
歳
以
上
の
大
学
生
●
専
修
学

校
生
の
皆
さ
ん
、
あ
な
た
は
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
。

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
む

2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
す
べ
て
の

人
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
6
5
歳
に
な
っ
た

と
き
に
、
老
後
の
所
得
保
障
と
し

て
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
、
不
慮
の
事
故
や
病
気
な
ど

で
障
害
者
と
な
っ
た
と
き
に
も
、

障
害
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
年
金
が
保

障
さ
れ
る
に
は
、
当
然
2
0
歳
の
時

か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険

料
も
納
め
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
国
民
年
金
に
加
入
し
な
か
っ

た
り
、
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、

障
害
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
年
金

に
は
親
元
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
学
生
の
保
険
料
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
や
ご
相

談
は
、
市
役
所
市
民
課
年
金
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
5
5
）

・
ナ
イ
タ
ー
で

　

ス
キ
ー
指
導
者
講
習
会

日
時
1
月
7
日
面
・
1
4
日
面
・

　

2
1
日
面
午
後
7
時

会
場
六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場

対
象
▼
学
校
・
社
会
教
育
の
場

　

に
お
い
て
ス
キ
ー
の
指
導
、
引

　

率
を
す
る
者
▼
一
般
の
方
で
ス

　

キ
ー
を
学
び
た
い
方

内
容
受
講
者
の
レ
ベ
ル
向
上
お

　

よ
び
指
導
技
術
・
指
導
方
法

参
加
料
3
0
0
円
（
保
険
料
）

締
切
1
月
5
日
⑥

申
込
市
教
育
委
員
会
体
育
課

　
　

（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3

　

2
）

高松宮賜杯

第44回中部日本スキー大会

●常陸宮殿下・常陸宮妃殿下

　

のご日程

30日⑨午後2時10分ご着

　　　　　　　　　　

（有終会館）

　　　　

午後3時開会式ご出席

　　　　　　　　

（市民グランド）

31日⑥午前10時競技ご視察

　　　　　　　

（六呂師スキー場）

　　　　

午後1時45分ご視察

　　　　　　　　　　　

（和光園）

　　　　

午後2時35分ご視察

　　　　　　　　　　

（南部酒造）

1日収午後1時50分ご着

　　　　　　　　　　

（有終会館）

　　　　

午後2時10分ご出発

　

高松宮賜杯第44回中部日本スキー

大会は、常陸宮殿下・常陸宮妃殿

下をお迎えして、1月30日⑥から

2月1日（囚までの3日間、六呂師

高原スキー場で開催されます。

　

地元選手も多数出場しますので、

ご声援ください。

●大会日程

30日⑨午後3時開会式

　　　　　　

（市民グランド）

31日⑧午前9時競技開始

1日（返）午前9時競技開始

　　　　

午後2時閉会式

　　　　　　　　

（有終会館）



、
り
l
t
駈歩

⑩
a
a
m

　

大
野
市
街
地
の
地
下
水
の
か
ん
養
源
に
な
っ

て
い
る
清
滝
川
は
、
宝
慶
寺
よ
り
さ
ら
に
L

流
に
あ
る
部
子
山
（
千
四
百
六
十
四
μ
）
と

銀
杏
峰
（
千
四
百
四
十
じ
）
に
源
を
発
し
て

い
ま
す
。
こ
の
周
辺
は
冬
期
間
深
い
雪
に
閉

ざ
さ
れ
ま
す
が
、
雪
も
雨
も
自
然
の
大
き
な

恵
み
と
も
い
え
ま
す
。

　

宝
慶
寺
か
ら
向
谷
橋
ま
で
は
、
最
も
谷
川

ら
し
い
風
情
を
見
せ
て
い
ま
す
。
木
本
の
集

落
の
L
于
で
流
れ
が
速
く
な
り
ま
す
。
向
谷

橋
の
下
流
か
ら
庵
主
橋
・
向
原
橋
を
す
ぎ
て

森
山
橋
の
下
流
に
至
る
ま
で
ヨ
シ
原
が
続
い

て
い
ま
す
。
昔
か
ら
清
滝
川
の
水
は
こ
の
あ

た
り
で
地
下
に
浸
透
す
る
と
、
村
人
は
言
っ

て
お
り
ま
す
。

　

川
は
上
庄
中
学
校
の
そ
ば
か
ら
L
据
、
下

郷
へ
と
流
れ
ま
す
が
、
稲
郷
大
橋
よ
り
流
れ

が
速
く
な
り
、
あ
と
は
ゆ
る
や
か
に
な
り
ま

す
。
猪
島
と
下
据
の
間
に
、
弥
工
門
用
水
の

取
入
口
が
あ
り
、
荒
子
・
市
街
地
へ
流
れ
て

い
ま
す
。
下
据
大
橋
・
吉
橋
そ
し
て
東
中
橋

ま
で
に
は
い
く
つ
か
の
せ
き
が
作
ら
れ
、
水

量
も
か
な
り
あ
り
ま
す
。

　

農
協
会
館
の
近
く
の
駅
東
大
橋
、
中
挟
橋

友
江
橋
を
す
ぎ
る
と
大
野
束
高
校
の
そ
ば
を

流
れ
ま
す
が
、
こ
の
あ
た
り
に
は
か
ん
木
の

茂
み
が
多
く
な
り
ま
す
。
横
枕
か
ら
新
在
家

橋
を
す
ぎ
た
あ
と
、
川
底
か
ら
湧
水
に
育
つ

水
草
が
生
え
て
お
り
、
確
か
に
水
量
が
増
え

て
い
ま
す
。
赤
根
川
と
合
流
す
る
地
点
で
の

流
水
量
は
毎
秒
〇
・
六
ト
ン
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
川
の
上
流
で
は
、
水
質
の
良
さ

を
示
す
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ワ
ラ
ト
ビ
ゲ
ラ
や
エ
ル

モ
ン
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
街
地
と
関
係
の
深
い
こ
の
川
は
、
も
っ

と
調
査
す
る
余
地
が
あ
り
そ
う
で
す
。

市’民のうごき

12月1日現在 前月比

世帯数 11．341世帯 2世帯

41，882人 17人

人目 男 20，017人 △6人

女 21．865人 23人

11月中の異動
転入 71人 出生 37人

転出 67人 死亡 24人

市内の交通事故状況（回ヵ・ら々）

件数内訳
平成5年　
11月末

平成4年　
11月末 増減

総件数 452件 434件 18件

人身

事故

件数 125件 134件 △9件

死者 4人 10人 △6人

傷者 176人 186人 △10人

物損事故 327件 300件 27件

表
紙
の
こ
と
ば

　

1
2
月
2
2
日
、
は
し
ご
付
き
消

防
自
動
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

購
入
価
格
は
約
9
9
0
0
万
円
。

は
し
ご
の
長
さ
は
2
4
メ
ー
ト
ル

で
、
建
物
の
7
階
ま
で
届
き
ま

す
。
虫
局
層
ビ
ル
の
火
災
時
に
、

人
命
救
助
な
ど
で
大
き
な
威
カ

を
発
揮
し
ま
す
が
、
活
躍
の
場

が
な
い
こ
と
を
祈
り
た
い
も
の

で
す
。

編
集
後
記

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
一
生

懸
命
に
広
報
広
聴
活
動
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

正
確
で
早
い
情
報
を
お
届
け
す

る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
・
ご
質
問
・
ご
要
望
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
ど

し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　

一一‥－一一／－

、、見i呼

　

ま
ず
年
頭
の
祝
詞
を

申
し
上
げ
た
い
。
賑
わ

し
い
初
詣
の
光
景
は
市

民
の
ど
な
た
も
が
、
願

い
ご
と
を
胸
に
秘
め
て

お
ら
れ
る
こ
と
の
現
わ

れ
で
あ
ろ
う
か
？
今
年
は
、
大
野
市
も
市
制
四

十
周
年
を
迎
え
る
。
昭
和
二
十
九
年
七
月
、
二

町
六
力
村
が
合
併
し
て
大
野
市
は
誕
生
し
た
。

そ
れ
以
後
の
経
過
は
、
本
誌
「
誕
生
か
ら
現
在

ま
で
の
歩
み
」
の
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
。
四
十
年

と
い
う
こ
と
に
、
特
別
な
意
味
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
一
つ
の
区
切
り
で
は
あ
る
。
そ
れ

を
一
見
し
て
分
か
る
こ
と
は
、
内
陸
の
小
都
市

と
い
え
ど
も
、
日
本
と
世
界
の
動
き
と
共
に
、

四
十
年
を
歩
ん
で
き
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
▼

昨
年
の
最
大
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
「
コ
メ
市
場
の
部

分
開
放
」
を
日
本
政
府
が
受
け
入
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
先
十
年
、
二
十
年
の
う
ち
に
米
作

本
位
の
大
野
の
農
村
も
、
大
き
く
変
貌
し
て
い

く
の
で
は
な
い
か
▼
将
来
、
中
部
縦
貫
自
動
車

道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
中
京
経
済
圏
と
の
結
び

つ
き
が
強
ま
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
大
野

の
果
た
す
役
割
は
何
か
。
課
題
は
山
積
し
て
い

る
▼
大
野
市
の
人
口
は
、
市
発
足
当
時
は
約
四

万
四
千
二
百
人
、
昨
年
末
が
約
四
万
一
千
八
百

人
。
こ
の
間
四
万
人
を
割
っ
た
こ
と
は
一
度
も

な
い
。
人
口
の
減
少
に
悩
む
都
市
は
少
な
く
な

い
が
、
大
野
市
は
い
ろ
い
ろ
問
題
を
抱
え
な
が

ら
も
、
底
力
を
も
っ
て
い
る
▼
生
活
基
盤
の
整

備
や
雇
用
機
会
の
拡
大
に
力
を
注
ぐ
こ
と
も
必

要
で
あ
る
が
、
歴
史
的
遺
産
を
基
礎
に
す
え
て

市
民
文
化
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か
っ
て
い
く

こ
と
も
大
事
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
十
年
が
勝

負
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
（
A
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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